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〈書評論文〉

記憶 を語 る、歴史 を書 く

     Alessandro Portelli 

The Order Has Been Carried Out:

History, Memory, and Meaning of a Nazi Massacre in Rome

(Palgrave McMillan, 2003)

朴 沙 羅

1は じめ に

1944年3月23日 、 ドイツ軍占領下の ローマにて、国王宮殿 クイリナー レ付近 ヴィア ・

ラセー ラを行進 中だった ドイツ軍 に対 して、地下 レジス タンス組 織であ る愛 国行動隊

(GruppidiAzionePatriottica:通 称GAP)が 路上 に爆弾を設置 し、 ドイツ軍兵士32名

を殺害 した。 これに対 して、 ドイツ軍 は報復 として24時 間以内に335名 のローマ市民 を

殺害 し、ローマ市街南部にあるアルデアティーナ村の洞窟に遺棄 した。

本書は、 この24時 間の出来事 を扱 った ものである。ただ し、19世 紀末か ら20世 紀末の

1世 紀 におよぶローマ市お よびイタリア王国 ・イタリア共和国の歴史 と、虐殺 された人々

の遺族の記憶 とに立脚 して。

日本国内ではあま り知 られていないが、イタリアではこの ドイツ軍によるローマ市民の

虐殺 は 「フォッセ ・アルデアティーネ(ア ルデアティーナの溝、転 じてアルデアティーネ

の墓地)の 虐殺」 として知 られている。事件発生以来60年 以上 にわたって、 この事件 と

被害者たちは新聞 ・政治団体 ・教会 ・法廷 において、 また歴史研究の対象 として、 さまざ

まに記述 されてきた。

中でも有力なのが、 ドイツ軍による虐殺 は正当な報復行為であ り、 レジス タンス組織が

自首 しさえすれば、フォッセ ・アルデアティーネの虐殺 は起 こらなかった という説 だ。 ファ

シズム とナチズムの支配 を打倒 し、共和国 として出発 したはずの戦後 イタリアにおいて、

京都社会学年報 第20号(2012)



86 朴:記 憶を語る、歴史を書 く

なぜ この説が広 く受け入れ られてきたのか。 ドイツ軍 に殺 されたのはどのような人々だっ

たのか。 この事件は どの ような歴史的 ・社会的背景か ら生 じ、誰によってどのように語 ら

れて きたのか。こういった問いに答えるこ とは、第二次大戦下 イタリアにおける唯一の無

差別虐殺事件のみな らず、イタリア王国の成立か らベルルス コー二政権 の成立 にいたるイ

タリア現代史を書 くことで もある。

本書の筆者、ア レッサ ン ドロ ・ポルテ ッリAlessandroPortelliは 、イ タリアのオーラ

ルヒス トリー研究者 として名高い。彼は、ある炭鉱労働者の死 と炭鉱町の歴史を描いた作

品(Portellil991)以 来ず っと、「語 りnarrativeと 記憶 とを歴史的事実 として扱 う」(本

書p16)こ とを主張 して きた。本書 は、被害者遺族や元 レジスタンス活動家たちか らのイ

ンタビュー資料 と、軍隊 ・教会 ・裁判所 ・新 聞等々の発行 した文献資料 とを駆使 した口述

史(オ ーラルヒス トリー)の 成果で もある。

オーラルヒス トリーは、その手法 のゆえに、かつて何が起こ り、それが現在 どのような

状況においていかに記述されているか とい うふたつの問い を探究せ ざるを得ない。その過

程で、過去や記憶や歴史 といった概念はインタビューデー タや文献資料の記述を通 して検

討にかけられる。本書 は、上記ふたつの問い と、「語 りと記憶がいかなる意味 において歴

史的事実であるのか」 という問いに、オー ラル資料 に依拠 した現代 イタリア100年 史の記

述で もって答えようとする。本稿は、その内容 を略述 し若干の考察 を加 えることで、過去

の出来事 を記述 し、それについて語 る行為 を研究す ることが、なぜ社会学に とっても示唆

深いのかを示そ うとす るものだ。

2本 書の構成

本書は序章 と3部9章 か らなる。序章では調査対象 となる事件の概要、首都 ローマの歴史、

本書が執筆 されるに至った経緯、オーラル資料の特徴、データの出所 と調査期間が述べ ら

れている。第1部 「ローマ」 は、イタリア王国の成立か ら第2次 大戦 までのローマの歴史

を扱い、第2部 「フォッセ ・アルデアティーネ」では ドイツ軍占領下におけるレジスタン

スの展開 と、GAPに よる ドイツ軍の殺害作戦、 ドイツ軍側が ヒ トラー より報復指令 を受

けてか ら実際に フォッセ ・アルデアテ ィーネで虐殺 を行 うまでの詳細が明 らか にされ る。

第3部 では、遺族たち ・教会 ・ローマ市 ・メデ ィアが虐殺事件 をどのように語 り、 どの よ

うなもの として扱 って きたか、60年 代 の学生運動 ・政治運動 はレジス タンスとフォッセ ・

アルデアティーネをどのように語 り使 ってきたか、20世 紀末のイタリア、特 にローマ市に

おいて、 この虐殺事件 に象徴 されるイタリア現代史はどのように理解 されているのか、 と
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いった議論が展開 され る。なお、本書で引用 されているオー ラル資料は1997年 か ら1999

年にかけて、ローマ市内に住む200名 か ら得 られている。以下、各部の内容を紹介す る。

2-1第1部 「ローマ」

第2章 「場所 と時代Placesandtimes」 は、ローマが首都 として公務員・肉体労働者 ・職人・

教員・軍人・教会 関係者たちを集め始めた19世 紀末から筆 を起 こす。1870年 に24万 人だっ

たローマ市街地の人口は、1890年 には46万 人に増 えた。増加人口の9割 は移住者 による

もので、かつての首都 フィレンツェか ら移住 してきた官僚 ・軍人 ・商人、ローマ近郊か ら

移住 してきた農業労働者、首都建設 ラッシュに伴 って雇用された南部出身の労働者たちを

中心 としていた。彼 らの家族がローマに移住することで、学校や商店 に新 たな雇用が生ま

れた。フォッセ ・アルデアティーネで虐殺 された人々は、さまざまな階層に属 し、 さまざ

まな地域か らローマへ移 り住んで きた人々あるいはその子孫 だった。殺 された人々につい

てのイ ンタビューデー タは、必然 的に、 なぜそのような人々がイタリア各地か らローマに

やってきて住みついたかを明 らかにするもので もあった。

第3章 「ファシズム とその不満Fascismanditsdiscontents」 では、20年 に及ぶ ファ

シス ト党独裁政権下で、 ローマの街が どの ように変化 していったかが述べ られる。ム ッソ

リー二のローマ進軍に抵抗 した労働者組織は、ローマ大学ラ ・サ ピエ ンツァ近辺のサ ン ・

ロレンツォ地区をはじめとするスラムを根拠地 にしていた。 ムッソリー二によるローマ市

の再編計画 は、このようなローマ市内各地に点在す るスラムを撤去することを含んでいた。

1931年 、ローマ市が ファシス ト民兵 と警察機動隊に対 してスラム街の監視 を命 じるや、ロー

マ市中心部に点在 していたスラムは急速に撤去 され、居住者 は郊外の指定地域へ と移住 さ

せ られた。 しか し、 この強制撤去 と移住 は、 ローマ におけるレジス タンス運動の温床 を育

てることにつながっていった。

第4章 「戦争行為Actsofwar」 は第2次 大戦中を扱っている。1940年6月10日 、イタ

リアは枢軸国 として世界大戦に参戦 した。 その結果、エチオピア、ロシア、ユー ゴス ラヴィ

ア といった各地で、イタ リア軍は連合軍 と戦闘を開始 した。 しか し、イタリア軍は1941

年末には各地で劣勢 に転 じ、1943年7月9日 には連合軍が シチ リア島に上陸。7月19日 、ロー

マ市は最初 の空爆 を経験する。その被害 を受 けた人々の中には、数か月後にレジス タンス

に身を投 じた人々がいた。1943年9月8日 、イタリア王国は連合軍に降伏する。その翌 日、

国王ヴ ィッ トー リオ ・エマヌエー レ3世 をは じめとす る政権首脳部はローマ を脱出 し、イ

タリア南部ブリンデ ィシへ 向かった。 同時に、イタリアの降伏を予測 していた ドイツ軍が

北部か らイタリアへ侵攻 し、直ちにローマを占領 した。突然の降伏 と国王 らの逃亡、それ
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に続 くドイツ軍の占領は、ローマに政治的 ・軍事的空白をもた らした。兵士の中には戦線

を離脱す るもの も、 ファシス ト政権を追って北部へ移動するもの も、 あるいは ドイツ軍 と

の戦闘に参加するもの も現れた。 フオッセ ・アルデアティーネで虐殺 された人々の中には、

この とき戦線を離脱 しドイツ軍に捕 らわれたイタリア兵 もいれば、ローマ はボルタ・サ ン・

パオロで ドイツ軍のローマ侵攻 に抵抗 して捕 らわれた市民 もいた。 ボル タ ・サ ン ・パオロ

での戦闘はイタリア軍・ローマ市民側に370名 の被害者を出して終結 し、1944年9月10日 、

ローマは ドイツ軍の占領下 に置かれた。

2-2第2部 「フォッセ ・アルデアテ ィーネ」

第5章 「レジスタンスResistance」 は、 ドイツ軍支配下のローマで地下活動 を展開 した

人々に焦点 をあてる。ローマはバ ドリオ政権 によって非武装都市だ と宣言 された ものの、

ドイツ軍か らも連合軍か らもそのようには扱われなかった。 ドイツ軍 はユ ダヤ人の検挙 と

強制収容、反ナチズム ・反ファシズム運動 関係者の検:挙を行 った。同時に、連合軍による

空爆が続 き、飢餓 と恐怖が市内を覆った。 レジスタンスはこのような状況下で、学生や郊

外に集住 していた労働者、あるいは一般市民の中か ら生 まれて きたのだった。1990年 代末

にイ ンタビューに答えることので きた人 々は、1944年 には10代 後半か ら20代 前半だった。

彼 ら ・彼女 らは人を殺害する恐怖や家族や友人 と一切の連絡 を絶つ ことによる孤独、独特

の高揚 感 とごく限 られた レジスタンス参加者同士での親密感について述べ る。 ローマのレ

ジスタンスは、占領下で解散 させ られた警察組織や イタリア軍 と合流 し組織化 されていっ

た。一方、連合軍は レジス タンス組織 と連絡を取 り、ドイツ軍に対する攻撃 を依頼する。ヴィ

ア・ラセーラで爆発 した ダイナマイ トは、このような経緯で前線 からもた らされた ものだっ

た。「ヴィア・ラセー ラは、だか ら、戦争におけるこの局面の頂点であ り、帰結だった」(P129)。

第6章 「ヴィア ・ラセーラViaRasella」 は、5月23日 に起 こった レジス タンスによる

ドイツ軍攻撃事件 を詳述 している。 レジスタンス参加者ロザ リオ ・ベ ンテ ィヴェーニャと

カルラ ・カッポー二が設置 した爆弾 は、 ドイツ軍兵士32名 と市民1名 の死者 を出 した。

レジスタンスが攻撃 した ドイツ軍 とは、南チロル出身者、すなわちかつてイタリア国民で

あった人々に よって編成されていた。彼 らが白昼堂 々、国王宮殿 のす ぐ近 くで爆殺 された

ことは、これまで レジスタンスによる攻撃の実態を隠 し続けて きた ドイツ軍にとって、実

質的というよりも象徴 的な損害 をもた らした。ベルリンにいた ヒ トラーは、その報せを受

けるや、24時 間以内に ドイツ軍兵士1名 につ きイタリア人50名 を殺害 して報復 とす るよ

う指令 を出す。 しか しそ の指令 は、数時間後 に 「ドイツ軍兵士1名 につ きイ タリア人20

名以上」 と変化する。最終的に、 ローマに駐留 していたイタリア戦線司令官 アルベル ト・
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ケ ッセルリンク、SS(ナ チス親衛隊)隊 長ヘ ルベ ル ト・カブラー、 カプラーの部下工一 リ

ヒ・プ リーブケらは、ドイツ軍兵士1名 につ きイタリア人10名 を殺害す ることを決定する。

しか し、当時ローマ各地の拘置所に収容 されていた死刑囚は総勢3名 。すでに検挙 されて

いた重 ・軽犯罪者 とレジス タンス参加者 を含めて も220名 。そ こで5月23日 までに検挙

されていたユ ダヤ人を含 め、ようや く320名 に達 した。葬儀 を出す時間 と手間を省 くため、

天然の洞窟が多 くローマ市内か ら遠 くないアルデアティーナ村 の採掘場が選ばれた。

第7章 「虐殺Massacre」 は、5月24日 の夕方に335名(1)が 虐殺 され遺棄 される過程を

明 らかにしている。 といっても、335名 を殺害 した ドイツ軍兵士やSS隊 員は被害者を個々

人として認識 してはお らず、 目撃者は殺害 されたため、実際に何が起 こったのかは明 らか

にで きない。その代 りに述べ られるQは 、同 じ拘置所に収容されていた人々が消えた 日の

ことであ り、配偶者や子供、兄弟 と面会 しに刑務所に通っていた女性たちが異変 を感 じ取っ

た時であ り、アルデアティーナ村 の住民が異臭 に気付いた時である。最終的に教皇庁 と連

合軍の同意のもと、 ローマ大学の医師 と被害者遺族 らによって虐殺被害者の発掘 と埋葬が

行われたのは、ローマか らドイツ軍が撤退 しておよそ1か 月後、1944年7月 になってか ら

だった。

2-3第3部 「記憶」

第3部 は、フォッセ ・アルデアティーネの虐殺が誰によって どのように語 られてきたか

を明 らかに してい く。 ヴィア ・ラセー ラの レジスタンス攻撃は虐殺の始 まりではな く第2

次世界大戦の結果だった。 フォッセ ・アルデアティーネの虐殺 は何 かの終わ りではな く、

その出来事 を何 らかの事件 として理解 しようとする試みの始 まりだった。

第8章 「奇妙な悲 しみAstrangegrief」 は戦後直後か ら50年 代 を対象 としている。虐

殺 は寡婦や孤児、子に先立たれた親をもた らした。彼 らは戦後、貧 困と偏見の中で生 きる

こ とにな った。同時に、遺族 ・ローマ市 ・イタリア政府 は、「なぜ彼 らは殺 されたのか」

とい う問いに直面 した。それは、殺 された人々が誰で、誰によって殺 されたのかを理解す

ることと表裏一体だった。 ヨーロッパでの冷戦が始ま り、国内外で左右の対立が深 まる中、

中道右派キ リス ト教民主党が政権 をとったイタリアで、虐殺に対する ドイツ軍の責任は罷

免された。 また、 レジス タンスやパルチザ ンの参加者たちが共産党 ・社会党に再編 されて

い く中で、 ヴィア ・ラセーラでの レジスタンス攻撃が虐殺 を導いたとす る風評が広まった。

α}10名 は24日 になって ドイツ軍兵士が1名 死亡したために急きょ殺害者 リス トに加えられ、5名

は虐殺現場で遺体の遺棄に協力 したため目撃者 として殺害された。
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さらに、虐殺被害者 たちを全てユ ダヤ人 ・共産主義者 ・犯罪者 と見なす偏見は、遺族の結

婚や就職を左右 した。

第9章 「記憶の政治学Politicsofmemory」 は、1950年 代か ら90年 代まで、アルデアティー

ネの虐殺が政治 ・メディア ・裁判所において どのように説明 されて きたかを明らかにして

いる。虐殺 された人々がイ タリア軍将校や国家官僚か ら下層労働者や農民 まで、多様な階

層の出身だったことで、 フォッセ ・アルデアテ ィーネの虐殺は 「ユダヤ人」や 「共産主義

者」ではな く「イタリア国民」が、独立のために払わなければならなかった犠牲だ とされた。

殺 された人々は(加 害者の対概念 である)「 被害者」ではなく、独立 し民主化 されたイタ

リアの 「殉教者」だ とされた。他方、 レジスタンス参加者たちは共産党員 としてイタリア

各地やチェコスロヴァキア、中国、ヴェ トナム等で活動 しなが ら、「自分たちが自首すれば、

あの虐殺は避け られたのか」 と自問 し続けることになった。60年 代半ば以降、中道左派政

権の もと公式の追悼式典が回を重ね、より多 くの政府関係者が出席するようになる一方で、

誰が誰 を、何 のために殺 したのかという問いは放置 された。

フォッセ ・アルデアティーネの虐殺 を指揮 したヘルベル ト・カプラーの裁判は1948年

か ら1957年 まで続いた。それ と並行 して レジス タンス組織 に虐殺の責任がある とした訴

訟 も行われた。最終的に、ヴィア ・ラセーラでの攻撃 は軍隊によらない違法な攻撃だとさ

れ、カプラーが虐殺を指導 したのは戦時の指令に基づいた合法な行為 だとされた。カプラー

は1976年 に刑務所か ら西 ドイツへ逃亡 し、1978年 に死亡 した。 カプラーの部下で実際に

虐殺 を行ったエー リヒ ・プ リーブケはアルゼ ンチ ンへ亡命 していたが、1994年 に発見され

てイタリアへ移送 され、裁判を受けた。プリーブケは終身刑 を受けたが、イタリアでの終

身刑 とは解放処遇 と同 じであったため、遺族か ら激 しい反発を呼んだ。

最終章 「あ とか ら生 まれてBomLater」 は、いわゆる戦後生 まれの世代 が レジス タン

ス とフォッセ ・アルデアテ ィーネの虐殺 とをどの ような文脈で理解 して きたのかについて

述べている。60年 代末か ら70年 代 にかけて、学生運動を担 った人々に とって、 レジス タ

ンスは階級闘争 と武装 闘争の先例であ り、 レジスタンス参加者 は学生運動が乗 り越 えるべ

き旧世代の人々だった。他方、 レジスタンス参加者にとって学生運動 は 「ブルジ ョワの子

どもの遊び」であ り、理解で きない運動 だった。「赤 い旅団」 による首相アル ド ・モ ロの

誘拐事件(1979年)に いたってはじめて、 レジスタンス参加者の一部は新たな世代の 「運

動Movimento」 を軍事行動 としてのみ評価 した。それか らさらに世代が下 ると、 もはや

レジス タンス運動はほとんど知 られず、フォッセ ・アルデアティーネの虐殺 はユダヤ人の

強制収容 と同様 に考えられ、虐殺現場は 「遠足で行 ったことのある場所」のひとつだ と言

われるようになる。 しか し事件 との距離感は、単なる無知に由来 しつつ も、虐殺 の責任 を
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レジスタンス組織に負わせた り、被害者を 「殉教者」と見な した りするのを難 しくしている。

今やフォッセ ・アルデアティーネの虐殺 は、テ レビやイ ンターネッ ト上で目にする、世界

中で起 こっている 「無意味 な死」の一例 に過 ぎない。確 かに、1944年5月24日 に殺 され

た335名 は、殺 されることでローマ市に軍事 占領か らの解放 をもた らしたわけで もなけれ

ば、理想のために殺 されたわけで もな く、 ましてや レジスタンスの被 害者で もなかった。

「殉教者」か ら 「レジス タンスの被害者」、そ して 「無意味に殺 された人々」へ と被害者の

アイデ ンティティが変化 してい く過程は、 フォッセ ・アルデアテ ィーネの虐殺があ る意味

で忘れ られてい く過程であ り、別のものとして記憶 されてい く過程で もある。

3考 察

さて、ここまで本書の内容 を簡単に紹介 して きたわけだが、実 をいうと、これは本書の

肝要な部分 を全 て省いて しまったに等 しい。なぜ なら、本書の半分がたはインタビューの

トランスク リプ トであ り、 そのひとつ ひとつが 「歴史」 として本書の中心部分 をな してい

るか らだ。本書 は 「語 ることと記憶す ることとはそれ自体が歴史学の探求課題である」 と

いう方針 に基づいて、第1部 で虐殺被害者の背景 と事件を生 んだローマ とい う都市の歴史

を描 き、第2部 で虐殺事件その ものの過程 を検討 し、第3部 で虐殺事件が 「何か」 として

追悼 された り記憶 された り忘却 された りしてい く過程 を述べている。

これ まで見てきた とお り、1944年5月24日 にアルデアティーナ村 の洞窟で起 こった こ

とを何 と記述す るかということは、それ自体が、歴 史的 ・政治的立場の決定を含んでいる。

死者 を 「共産党に率い られた レジスタンスの被害者」だと呼ぶ ことは、戦後 イタリアが ど

のような政治状況の中にあったのか というこ とを示 して しまう。死者を 「殉教者」 と呼ぶ

ことは、戦後イ タリアが国家 として西 ドイツに対する謝罪 と補償 とを求めないことと不可

分だった。 さらに、本書でい うところの 「記憶」 とは、語 り手の身体や精神 のどこかにあ

る何 かではなく、追悼 した りインタビューに回答 した りといった具体的な行為 を指 してい

る。 ここにおいて、「記憶 とは歴 史的事実である」 とい うポルテ ッリの言明 を次の ように

いいかえることが出来 よう。つ ま り、何か について述べ る行為がそれ 自体 として意味を持

ち、何かを述べる行為 と述べ られる対象 とを分けることなど出来ない、 と。

これは 「ひと りの人(ま たは都市、制度、国 も)は 、 ヒス トリーを語 るのに先立って独

立 したひとつの リァ リティを持っている」(Bertaux1997=2003:61)と いう 「リアリス ト」

の主張 とも、 ライフス トー リー ・イ ンタビューに 「会話」「ス トーリー領域」「物語世界」

の3つ の次元があるとし、<語 られることwhats>と く語 り方hows>の 相互関係に注 目
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しようとす る 「相互行為 としてのライフス トー リー」(桜 井2002:126-127)と も異 なった

主張だ といえよう。過去の出来事を語 る行為が また歴史的事実であるとき、「独立 したひ

とつの リアリティ」 は存在 し得ず、「会話」 と 「ス トー リー領域」 と 「物語世界」 とを分

けることも出来ない。

イ ンタビュイーが述べ た出来事について他 の資料 に当た るのは、「独立 したリア リテ ィ」

を調べ るためではない。「外的基準」 をもつ 「歴 史的真 実」 と 「内的一貫性」を もつ 「自

伝的真実」 とを対立 させ る(桜 井2002:201-202)必 要 もない。 なぜな ら、そ もそ も過去

の出来事 につ いて述べ る行為 は 「歴史的真実」そのものであ り、単 にどの 「歴史的真実」

を語っているかが異なるだけだか らだ。「この本が、歴史と記憶の語 りであるだけでな く、

積極的に歴史に介入する ものであればいい と思 う」(p20)と いうのは、そ ういう意味にお

いてである。

過去 について記述す るとき、その記述は 「不正確」だった り 「間違 って」いた りする。

だか ら、インタビュー資料 を用いる歴史研究は 「口述のoral」 歴史と呼ばれ、文献史学 と

あ るてい ど対立せ ざるを得 なかった。 しか し、その 「不正確 さ」はまた別の情報を伝 える

資料 として検討の材料 となる。「あの事件 は何だったのか」「あの人は誰 だったのか」「あ

の人はなぜ死 んだのか」・ これ らに対する答えは、回答者の置かれた歴史 と社会 とを否

応な く反映 して しまう。 だか ら、本書は過去の出来事だけでなくその記述 もまた歴史学の

対象だと示す研究である。そ して同時に、出来事が何 として記述され、その理解が どのよ

うに共有されてきたのか とい う、社会的であらざるを得ない問題を扱 っているとい う点で、

本書は社会学の探求課題 を共有 しているのだ。
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